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　A core concern in the political thought of Yokoi Shōnan （1809-1869）, Confucian 
scholar and samurai from the Higo （Kumamoto） Domain, was the idea of Sandai 
（“Three Dynasties”）. This idea, however, shows a change in his thinking in the first 
half of his forties. This paper attempts to examine the continuities and discontinuities 
within this idea, between his thought in his thirties and that of his forties and fifties.
　In his thirties, he followed the example found in the thinking of orthodox Confucian 
scholars and idealized the politics of the three dynasties, the Hsia, the Yin, and the Chou 
in ancient China, as the standard for good government. In this earlier period of his 
intellectual thought, this idea meant that benevolent rule by political leaders should be 
practiced with a self-discipline in everyday life. He tried to realize this in the Higo Domain 
and proposed economic and agriculture-based policies to control demand and prices.
　The moment for the reformulation of his ideas was when he started communicating 
with samurai retainers of Echizen （Fukui） Domain and an intensive reading of Kaikoku 
zushi （An illustrated gazetteer of the maritime nations）, a Chinese geography of the 
world compiled in 1842.
　Starting in the first half of his forties, he goes further back to the ages of Yao and 
Shun, the legendary emperors before the three dynasties, adding political principles of 
their behavior to his idea of “Three Dynasties”.
　With this new development of his idea, he advocated open and friendly discussions 
between lords and their vassals, and based on this proposed political reforms in Echizen 
Domain and Tokugawa Shogunate.
　His reforms embodied the following proposals: （1） democratic politics founded on 
open discussions among political leaders, （2） employment of talented people from all 





common people, （4） the improvement of flood control projects and infrastructure, （5） 
the foundation of a navy, and （6） the commencement of foreign trade by the 
government.
　His policies founded on the idea of “Three Dynasties” changed during his life, but its 
basic elements, namely self discipline of leaders and benevolent rule, continued to be at 
the core of his thinking since his thirties.
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まり」66）と書かれているように，聖人が「六府」をおさめて十分に
利用し，物産を興し役に立つ道具を作って，多くの生業の道を創ったことである（ここで「六
府」とは，民生日用のための物資として不可欠な，水，火，木，金，土，穀の六物67）の集ま
るところを指す）。また「禹貢」68）篇では，禹が交易の道を盛んにしたと述べられている。
　これが小楠の言うところの聖人の作用である。小楠によれば，西洋はたしかに経綸窮理
の学で聖人の用，「仁の用」を果たしているが，国家の利害ばかり考える「割拠見」69）の気
習に染まり，「仁の体」である「至誠惻
そくだつ
怛」（惻怛はいたみかなしむこと）の根本がない。
ここで小楠は「国是三論」とは異なり，西洋の良い面だけを強調せず，その短所と思われ
る点も指摘している。
　「沼山対話」以降の小楠の言行が分かる資料の中では，越前藩に差し出された「国是
十二条」と元田永孚との対話録「沼山閑話」が重要である。
64）『遺稿篇』，897-913頁。
65）『遺稿篇』，901頁。
66）『遺稿篇』，903頁。前掲池田訳注『尚書』，545頁。『漢詩文全釈』，215-216頁。
67）『国是三論』では「水・火・金・木・土・穀といへば山・川・海に地力・人力を加へ民用を利し
人生を厚ふする自然の条理にして，堯舜の天下を治るも此他に出でず。」と述べられている。『遺
稿篇』，38頁。
68）『遺稿篇』，904頁。
69）『遺稿篇』，906頁。
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　まず，「国是十二条」は慶応３年（1867）に書かれたもので，そのテキストは２種類残っ
ている70）。まず，慶応３年の１月11日の日付のあるものがある。これは一部の条に説明が付
けられている。内容は，前藩主の松平春嶽や藩主の松平茂昭，藩の執政に対して，当時の
情勢下で越前藩がどう行動すべきかを示したものである。もう一つは，この「国是十二条」
に対する越前藩からの問い合わせに応じて，全条に解説を付けて書き直したものである。二
つのテキストは内容的に大きな違いはない。ここでは後者の全条解説付のものを取り上げる。
　十二条は，①天下の治乱に関わらず一国独立を以て本と為す，②天朝を尊び幕府を敬う，
③風俗を正す，④賢才を挙げ，不肖を退く，⑤言路を開き，上下の情に通ず，⑥学校を興
す，⑦士民をいつくしむ，⑧信賞必罰，⑨富国，⑩強兵，⑪列藩に親しむ，⑫外国と交わ
る，以上よりなる。
　三代理念に直接関係する箇条を見てみよう。小楠は，⑥の解説で，「三代の道」71）に基づ
いて西洋技芸を教える学校を開設し，「民を治めるに仁を以てする義」を講習討論すべき
だと書き，⑦の解説では「仁政」という言葉を使い，⑨の解説では，仁愛心を以て「恒産」
を与え，人々を豊かにすれば，「民死して怨まず」という富国の本が成り立つと述べている。
小楠は「仁政」，「恒産」，「民死して怨まず」など『孟子』に出てくる言葉72）を多用しなが
ら，越前藩が民衆のための政治を心がけなければならないことを強調している。
　「国是十二条」には，④賢才を挙げること，⑤言路を開くことも含まれている。三代と
いう言葉は使われていないが，これも堯舜三代の理念から導かれるものである。
　次に，「沼山閑話」は，元田永孚が慶応元年（1865）の晩秋小楠を訪ねたときの対話を
記録したものである。「堯舜三代」という言葉は「沼山閑話」73）でも使われている。
　「沼山閑話」の中で，小楠は「宋儒」を批判74）している。宋儒とは，宋代の儒者，周濂渓，
張横渠，程明道，程伊川，朱晦菴（朱子）らを指す。小楠によれば，「宋儒」は「天人一体」
ということを理解しているものの，「天人現在の形体上に就て思惟」が欠落しており，格
物についても「理をつめて見ての格物」であり，三代の経綸のように，「草木生殖を遂げ
て民生の用を達する様の格物」がないと批判する。それに対して，堯舜三代の時代には，「天
帝の命を受けて天工を広むるの心得」，「現在天工を亮
たす
くるの格物」があり，西洋のように
70）どちらも『遺稿篇』に掲載されている。『遺稿篇』，88-93頁。
71）「国是十二条」の一部解説付きのテキストでは「唐虞三代の大道」という言葉が使われている。 
「唐虞」とは，堯の姓の「陶唐氏」，舜の姓の「有虞氏」に由来する。『遺稿篇』，89頁。
72）『孟子』に由来する「仁政」，「恒産」，「民死して怨まず」という言葉の出典は下記の通りである。
前掲金谷訳『孟子』，8，28，76，149，216頁。
73）『遺稿篇』，922頁。
74）『遺稿篇』，922-923頁。
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民衆の生活のために「厚生利用」を図ろうとする工夫があった。小楠の批判を分かりやす
く言えば，宋儒は形而上学に終始し，西洋の自然科学のように物質や生命の原理を追求し
て，それを民衆の実生活に役立てようとするところがなかったのに対して，堯舜三代には
そのような志向があったというのである。
　「沼山閑話」では「天工を亮くる」というように天の働きが強く意識されている。万物
に対する天の働きに対する小楠の意識はこれまでにも漢詩のなかで表現されてきたもので
あるが，晩年にはこの意識が強まっている。
　小楠は，いたずらに宋儒を批判するつもりはないと断りながらも，朱子学を含む宋学の
観念的な「理」の説に対する懐疑の念を明らかにしている。このような懐疑の念は，西洋
文明を学ぶ中で生まれたものである。
　元田が「沼山閑話」を書いてから２年後の慶応３年（1867）10月，大政奉還が行われた。
慶応３年（1867）12月には朝廷より小楠に召命があった。小楠は翌年４月再度の召命に応
じて上洛し，新政府の参与になった。しかし，明治２年（1869）１月御所からの帰途，天
皇に西洋思想を吹き込む危険人物として攘夷派の残党に暗殺された。
　晩年の三代理念は，「国是三論」におけるそれと基本的には同じである。堯舜や三代の
聖賢を模範とする堯舜三代の理念によって西洋文明が受容され，民衆のために物産を興し，
交易を容易にし，多くの生業の道を創りだすことが，為政者の義務とされた。堯舜三代の
理念は，「国是七条」や「国是十二条」に具体化され，幕府や越前藩に対して提案された。
小楠の構想はその多くが新しい国家の枠組みとして使えるものであった。
　「沼山対話」では，「国是三論」とは異なり，西洋文明の「功」だけでなく，その「罪」
として，国家の利害ばかりを考える気習も指摘されている。堯舜三代の道統に対する小楠
の信念は益々強まり，「沼山閑話」では，「天に事ふる職分」75）が使命として意識され，宋
学批判も行われている。
結論　―前期と後期の三代理念の連続性と非連続性
　最後に，これまで論述してきた，後期の三代理念の展開過程および政策論との関係をま
とめながら，前期と後期の三代理念の間で連続するものと連続しないものを考察したい。
　小楠は30代半ば，自己修養，仁政（王道）を内容とする三代の理念を確立した。この理
念は，国家それ自体のために富国強兵を追求する，秦や漢の功利政治ではなく，儒教の経
典の中で盛時には聖王によって良い政治が行われたとされている夏，殷，周三代の政治を
75）『遺稿篇』，924頁。
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理想として，今現在においてその実現を考えるべきだというものである。
　小楠が30代半ばに三代理念を唱えたのは，当時の日本で仁政の実現を目指すことを宣言
するためであった。三代理念はまだ多分にスローガン的なものであった。30代の小楠が模
範的人物として挙げたのは，江戸時代の毛利斉広と上杉鷹山，三国時代の諸葛孔明であり，
夏，殷，周三代の人物は言及されていない。また，30代の三代理念の具体策として残って
いるのは，天保13年（1842）に起草された藩政改革論である。この改革論は藩営貸付制度
や臨時課税の廃止，奢美の抑制，都市人口の削減，商人の統制などによって民衆の生活の
存続を図ろうとするものであり，需要の抑制と物価下落を意図する農本主義的なもので
あった。
　三代の理念は40代以降においても，自己修養，仁政という大原則に変化はなく，晩年ま
で主張されている。これが前期と後期で連続する要素である。
　しかし，40代以降，三代理念の内容は大きく変容した。その契機は第一に，43歳の年に
行った遊歴の途上，越前藩の武士や儒者と交流し，彼らの切実な問いに答える中で三代理
念に関する小楠自身の理解が深化したこと，第二にペリー来航の２年後の安政２年（1855）
『海国図志』を弟子と集中的に講学し，西洋文明に触れたことである。
　まず，第一の契機から見てみよう。遊歴後に書かれた「学校問答書」や「文武一途の説」
を読むと，『書経』に描かれている，三代以前の神話的な皇帝である堯や舜，および三代
の聖賢の事績が，小楠の解釈を施されて新たに重んじられるようになったことが分かる。
44歳の年に書かれた「学校問答書」においては，堯や舜の朝廷において皇帝と延臣たちが
闊達に批判しあう場面が描かれ，「朋友講学」の意義が説かれている。その翌年の「文武
一途の説」では，禹，湯王，伊尹，文王，武王，周公など三代に属する君臣がいずれも，
武備にも努めたことが引き合いに出されて，「武」に偏る世相が批判されている。このよ
うに小楠は40代半ばに，堯や舜，三代の聖賢の事績に遡って，同時代の問題を考え，三代
理念の内容として朋友講学や文武の一致も盛り込んだ。このような発想のあり方はその後
も変わっていない。
　朋友講学や文武両面の実践という為政者の義務は，越前藩士や弟子との講学，小楠自身
による兵学の学習やその成果である陸海軍論の提案などという形で実践された。
　次に第２の契機について。嘉永６年（1853）年にペリーが来航した。当初小楠は来航時
のアメリカの非礼に怒り，当初は，前水戸藩主の徳川斉昭に協力して攘夷を行おうとした。
しかし，それはアメリカが非道である限りの話であった。小楠の考えは単純な攘夷主義で
はなく，相手国が礼を尽くしてきたら国交を結んでかまわないというものであった。
　小楠はアメリカの出方を見るうちに，アメリカが他国の沿岸を荒らしまわる乱暴狼藉の
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輩ではなく，深謀遠慮をもって日本との国交を求めてきたことを知った。安政２年（1855）
には『海国図志』を読んで，西洋文明を恐るべきものと感じ，その科学技術，民衆本位の
政治，経済，社会制度，「政教一致」を高く評価した。
　小楠が『海国図志』の諸篇で言及しているのは，アメリカ篇，イギリス篇，ロシア篇で
ある。小楠はアメリカ篇を読んで，アメリカの初代大統領のジョージ・ワシントンを称賛
した。小楠によれば76），アメリカではワシントン以来，世界の紛争解決，大統領の選挙制，
智識を世界に求め治教に資することを国是としている。イギリス篇については，イギリス
が議会制によって国民が上下一致していることを指摘している。ロシア篇については，そ
の叙述を不分明としながらも，皇帝が少人数で国内巡回をしていること，税金が所得の10
分の１であることなどを取り上げている。
　西洋の文明のうち小楠が特に評価したものは，大統領の公選制，国民に言路を開く制度，
民生のための産業振興や経済政策，安い税金，軍備特に海軍の充実などである。このよう
な西洋文明の情報は三代理念によって受容された。それに従って小楠の『書経』の読み方
にも変化が生まれる。小楠は『書経』に描かれた，堯，舜の事績の中に，世襲制の批判（禅
譲），人々の意見に耳を傾ける姿，西洋人と同じく「民生日用の世話」に勤しむ皇帝の姿
を新たに見出した。
　三代理念の実践の面では，越前藩において殖産興業政策を推進し，成果を収めた。
　「国是三論」は小楠が『海国図志』から学んだ西洋文明に関する知識を前提とし，越前
藩士相手の講学と越前藩での殖産興業の経験を踏まえて，口述した越前藩の施政方針であ
る。藩の方針であるが，一部手直しすれば幕末の日本の国是としてもおかしくない内容に
なっている。「国是三論」によれば，為政者は天に代わって，民衆のために産業振興，土木，
治水，交易などの事業を行い，さらに幕府による海軍創設に備えなければならない。為政
者の責任は，いかなる変乱にも対処できるように己を修め，文武の鍛錬を重ね，民衆の生
活を豊かで平和なものにすることである。後期になって，前期の三代理念にはない，殖産
興業，土木，治水，交易事業，海軍創設の準備などの新しい要素が三代理念の内容となっ
ている。小楠の経済政策は前期においては農業本位であったが，「国是三論」では工業本
位になり，交易が重視されるようになった。西洋国家の経済政策の影響が顕著である。
　『海国図志』の講学以降，三代の理念は西洋文明を取り入れてその政策の内容を豊かにし，
藩政や幕政の指針として具体化されていった。「国是三論」以後に起草された，幕府や越
前藩への建白書，挙藩上洛論，「海軍問答書」，対話録では，参勤交代の緩和や大名妻子の
人質政策の廃止，全国からの人材の登用，言路を開くこと，民衆のための富国，できるだ
76）『遺稿篇』，39-40頁。
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け民衆に負担をかけない形での海軍創設，為政者による外国との交易などが提案されてい
る。小楠は朝廷を敬うことを勧めるだけでなく，その先には朝廷が賢明な大名と協力して
政治を行う新しい政治体制も視野に入れていた。
　以上のように，前期においては，修養と仁政の実現を目指す儒教的理想主義の宣言とい
う色彩の強かった三代理念は，後期においては，政策を導き出す大原則である修養と仁政
を保持しつつ，越前藩士の真摯な問いかけや西洋の衝撃を受け止め，世界情勢に合わせて
その具体的内容を豊かにし，越前藩政や幕政改革の指針として提唱されたのである。
